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カナダ金融政策（2022年10月）
市場予想を下回る0.5％ポイントの利上げ

1/1

2022年10月27日

（出所）カナダ統計局、カナダ銀行

（実績：2010年1月～2022年9月）
（予想：2022年10-12月期～2024年10-12月期）

カナダの消費者物価指数

（％）

経済の減速感が強まる中、次回会合では利上げ幅を更に縮小するか

カナダ銀行は10月26日（現地、以下同様）に金融政策決定会合を開催し、政策金利を3.25％から

3.75％に引き上げることを決定しました。10月19日に発表された9月分の消費者物価指数が市場予想比で

上振れたことなどから、市場では0.75％ポイントの利上げ幅になるとの予想が優勢だったため、今回の決

定はサプライズで、金利低下・通貨安の反応となりました。

マクレム総裁は記者会見で、0.75％ポイントではなく0.5％ポイントの利上げを決定した理由として、

①これまでの急速な利上げにより、政策金利はすでにかなり高い水準にあること、②経済が減速している

明確な証拠があること、③金融環境を引き締め足りないリスクと引き締めすぎるリスクのバランスを取ろ

うとしていること、を挙げました。また、0.5％ポイントは通常（0.25％ポイント）より大きな利上げ幅

であり、前々回の1％ポイントや前回の0.75％ポイントという「とても大きなステップ」から「大きなス

テップ」に移行したに過ぎない点も強調しました。

今後については「政策金利を更に引き上げる必要がある」と利上げ継続の方針ですが、具体的な利上げ

幅に関してマクレム総裁は明言しませんでした。インフレ沈静化にはなお時間を要するとみられる一方、

今後数四半期は経済が小幅なマイナス成長に陥る可能性も指摘されているため、当社では、次回（12月7

日）とその次（来年1月25日）の会合で各0.25％ポイントの利上げが決定されると予想しています。

各国・地域の政策金利

（出所）ブルームバーグ

（％） （2020年1月初～2022年10月26日）
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カナダ（直近3.75％）

NZ（直近3.50％）

米国（直近3.25％）

豪州（直近2.60％）

英国（直近2.25％）

ユーロ圏（直近1.25％）

※米国はFFレート誘導目標レンジの上限、ユーロ圏は主要リファ
イナンス金利を使用

※陰影部はカナダ銀行のインフレ目標レンジ
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カナダ銀行の予想（前年同期比）


